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本PFを活用して社会インフラを提供 （製配販サプライチェーンへの価値提供）

異業種荷主間の共同輸送により国内輸送の全体最適を目指す 2022年10月 分科会発足
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本PFを活用して社会インフラを提供 （製配販サプライチェーンへの価値提供）

traevo（輸送実績情報）を活用して「共同輸送データベース」の構築を目指す

分科会参加会員
AGC 大王製紙 ヤンマー 山崎製パン 鈴与 野原ホールディングス サントリーロジスティクス 芙蓉総合リース
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プラットフォーム連携による中小小売事業者のメリット

車両動態（車両の位置、状態）情報プラットフォーム 地域共配プラットフォーム

製造業 → 店舗間をデジタルバリアフリー化 店舗→届先間の配送を効率化・コストダウン

TDBC会員企業との連携

TDBC会員企業とのプラットフォーム間連携による価値創造
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【参考】 狭商圏地域共配プラットフォーム
OLP（オープン型ラストワンマイル配送プラットフォーム）

◆ 現状では小売各店舗から顧客への配送のためには配送業者へ
個別にチャーター料金を支払っていることが多いが、共配に
より費用が大幅に低減できる（割り勘効果）

◆ 配送管理システムを廉価に提供するため、中小地場小売事業
者でも大手宅配事業者と同等の配送品質でありながら手軽に
来店宅配・ネットスーパー事業等を開始可能
（会員向けスマホアプリも提供）

「オープン型ラストワンマイル配送プラットフォーム」は日本全国を約1000エリアの狭商圏に分割し、
各地域の宅配ドライバー組織によって効率的な共配を実現するための仕組みです。
（※狭商圏・・・世帯数：5万世帯／配送パートナー管理数：15台前後）

OLPに登録した宅配ドライバーに対して、
「同じ教育・同じ仕組み・同じ評価基準」によって全国のラストワンマイラーをネットワークし、
荷主企業の真のパートナーとしての存在価値を高めます。
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traevo 株主構成

ウイングアーク1st株式会社
鈴与株式会社
トランコム株式会社
株式会社トランストロン
矢崎エナジーシステム株式会社
株式会社首都圏ホールディングス
三興物流株式会社
茨城乳配株式会社
株式会社グローバルワイズ
株式会社データ・テック
物流企画サポート株式会社
一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会

2022年4月12日時点 （株式保有数、50音順）



page No.Copyright © 2023 traevo Inc. All Rights Reserved. 42

2025年までの3年間

貨物用車両20万台

事業用トラックの約14％をカバーすることを目指します


	タイトルなしのセクション
	スライド 1: traevo
	スライド 2: What’s　traevo
	スライド 3: traevoで実現するサプライチェーンの姿
	スライド 4: traevoのシステム構造
	スライド 5: traevo利用イメージ
	スライド 6
	スライド 7: 解決したい課題
	スライド 8: 本システムの目的
	スライド 9: （一社）運輸デジタルビジネス協議会の概要
	スライド 10: 会員一覧　（2022年9月5日現在）
	スライド 11: テーマ毎のWG活動（2021年度） https://unyu.co/activities/working-group.html
	スライド 12: 業界、事業者のペインが発端
	スライド 13: 物流現場のアナログな連絡・報告業務
	スライド 14: 物流業 ≒ 社会のHUBでありながらも・・・
	スライド 15: 動態管理プラットフォームWG　実用化へのプロセス
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18: TDBCの理念を実現する traevo
	スライド 19: traevo の特長
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26: APPENDIX  参考資料
	スライド 27: 喫緊の業界課題の解決に向けて（貨物事業の場合）
	スライド 28: 2024年問題（時間外労働時間）
	スライド 29: 様々なデータの融合によるデータ連携基盤構想
	スライド 30: 車両公開管理による情報共有認証
	スライド 31: 異なる車載機器の一元表示　例
	スライド 32: 事業者間の情報共有　例
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39: プラットフォーム連携による中小小売事業者のメリット
	スライド 40: 【参考】　狭商圏地域共配プラットフォーム 　OLP（オープン型ラストワンマイル配送プラットフォーム）
	スライド 41
	スライド 42




